
ヒメガムシとその近似種の学名
佐 藤 正 _

日本ではごく普通のガムシの1 種にヒ 力' ムシ

がある。 それに近似した別種があるとしたのは中根
(1963) で, S me「guS REDTENBACHER オオヒ メ力'ム
シとして原色.比虫大図鑑II (甲虫 ) に図示し, 国内
では沖組iに分布するとした。 さらにその処置にした
がってWATANABE (1975) は日本産2 種の 交尾器
などの形態について報1_,,した。 しかしmergus その
ものは, すでに ru-
JliPes のシ / ニムで
あることが判つてい , 、

る。 確かにf,搴・ ( 1
のヒメ力' ムシ類の標
本を見る限りでは2
極あって, 1 種は ru-
fi i,es で,  他の1 ;lf i
は m er g us とした
WATANABE (1975) の
扱いは,  当時として
はやむを得ない処l置
といわざるを得な
い。しかし筆者は, 渡
辺 - にいわゆる中根
(1963) のmergus と
は別の種の存在を知
らせたりしていた.
そのもう 1 種とい ')
のは, ,服属を異にす
る別極で, それに和
当する種名は incon-
spicuus を当てるぺ

1

どちらかという と後者の方が小型でやや幅広い感じ
であり, 個体数が非常に少なぃとぃえる。 とすると
中操 (1963) の図示したmergusは, rufipesより大
型の種で幅広いし, 後胸の練突起が太短く , 上 の点
刻列が明らかであるというから, inco,tspicuus とは
まったく別の種ということになる。それは図や簡
単な記救から判断して, どうもSterno1oPhns属の種

とは考えにく く ,
Moo ydro t'f g
属の種である可能

'
‘ 性が強い。 後者は

ヒ メ力'ムシ Sler '1o1oPhns (s. str )  r f i t)os ( FABRICIUs)
ミナ ミヒメ力'ムシ Sler 'toloPhus (.Veosler ,1o1oPhus) ''too -
sf)icuus (N IETNER)

きであるし, WATANABE (1975) のme「guS もこの種
とすべきと考える. なお, この別 属である Neo -

sternoiof)bus は Sterno1ophus s. str. とは, 中・
後胸の中央隆起は細狭く, 後胸の練実起は短く腹部
第2 節に達しなく , 腹部第 5 .節の先端が、「-月状に切
れ込むことなどによって容易に区別がっく。
体下面は別として ru fipes と inconsf)icuus とl ;t
灯火採集で同時に得られ, 外見がよく似ているため
2 種混合であることにほと /しど気付かない程である。

-   1

東南アジアに分布
しているが ,  まだ

口本から記録され
たことがなく ,
者白身図,J、 された
標本を検した,訳 で
はないので, 何と
もいえないが, -
応これまでの f名
について, 取扱い
を整理するととも
に, inconspicuus
に新和名を与え琉2 球列島から日本新
記録種と しておき

たし,。
Sternolophus
(8. 8t r .) rufipe8

(FABRICIUS)
ヒメ ガムシ

H:ydrophitus rufipes FABRlc1us, 1792, E nt.
Syst., 1: 183 (China).

Ste「no10pht‘S 「't‘f f)oS: LAPORT de CAsTELNAU,
1840,  Hist. Na t. Ins., 2: 54.

Sterno1ophus (Sterno1ophus) ruftf)os : ZAITzEv,
1909,  Rev. Russ. Ent., (3/4) , 3: WATANABE,
1975,  Annot. Zool. Japon., 48: 134 -WATA-
NABE,  1976, Ent. Rev. Japan, 29: 45.
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T「opisternus m er g us REDTENBAcHER, 1844, in
HuGEL. Kaschmir., 4: 514 (Kashmir ).

Sterno1ophus (Sterno1ophus) mergus: ZAITzEv,
1909, Rev. Russ. Ent., (3/4): 3.

Sterno1oj)hs tuft'ipes MoTscHULsKY, 1853, Etud.
Ent., 2: 45 (China bor ).
分イ1] : 日本 (本州, 四国, 九州) , 琉球列島,  台
湾,  朝鮮, 中国,  東南アジア。

Sternolophu8 (Nee8ternolophu8) incon8pi-
cuu8 (NIETNER)  ミナミヒメガムシ (新称)

Hydrous inconsplcuus NIETNER, 1857, A nn.
Mag nat. Hist., (2) 19 : 387 (Ceylon : Co-
lombo Lake)

Neohydrophi lus inconsjlicuus : KNlscH, 1924,
Coleopt. Cat., 79: 235.

Sterno1oj)bus (.1Veosterno1ophus) mconsf)icuus :
D'0RCHYMoNT,  1932, A rch f. Hydrobio1., 9,
Suppl. : 705.

Ste「nolophus brach:yacanthus REGIMBART, 1902,
A nn.  Soc. ent.  France, 71 : 472 (Ceylon :
Puttalam) .

Sterno1of)bus (Sternoioj)bus) brach:yacanthus:
ZAITzEv, 1909, Rev. Russ. Ent. (3/4) : 2.

Sterno1oj)bus (Sterno1ophus) mergus : WATA-
NABE, 1975, Annot. Zool. Japon., 48 : 134-
WATANABE, 1976, Ent. Rev. Japan, 29 : 46.
(neC REDTENBACHER, 1844).
分イll : 琉球列島,  台湾,  東南アジア。
東南アジアに広く分布する極であるが,  台湾から
は YANo et a1. (1983 in press) によって記録され
る f定である。 1111球列島でも各島に個体数こそ少な
いが tj-論島以南で得られているので, すでにWATA-
NABE (1975) がmergus として石tti島から記録して
いるとはいえ, inconspicuusとしてここに改めて記
録しておきたい。

0小橋板を欠く サツマウバタマムシ
ウ パタマムシ属ChalcoPhoraの各種は通常小構板
を有しているが,  ウパタマムシC. japomca (GORY,
1840) のみは例外で, 通常小糖板を欠き, 極めて稀に
小構板を現した個体 (ab. scute11aris TH1eRY, 1936)
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4
体下側面 : 3. L: メガムシ Ster,totoPhus ( s. str. ) rut i f)os

( FABRICIUs). 4. ミ ナ ミ ヒメ カ'ムシ Sic「'to1oPhuS
(.、'cosier,to1ophlts) i,!co,tspictt ts (N IETNER)

検視標本 : 2 頭, Chabana, Yoron- to, 10.  vi ii .
1958, S. UENo; 1 額, Takeda, Ishigaki- jima, 6.
vi. 1963, Y. ARITA; 1 j f1, ditto, 3. iv. 1968, Y.
ARITA; 1 頭., Mt. 0moto dake, Ishigaki jima,
1. vi l, 1965,  Y. HoRl;  2 _l直, Hegina, Maesato,
Ishigaki jima,  17. vi.  1975, S.  KIMoTo; 6 如.,
Ohara~0tomi, Iriomote jima, 30~31. v.  1974,
M. SAT0 ; 1 頭, 0hara, Iriomote j ima, 18. 111.

1977, Y. HoRl; 1 _損, Hateruma jima, 13, 16. vii i.
1968, H. 0HIRA.
来 であるが, 標本を慮 lj された1二記話i tに1◆,l く
お礼申し上げる。 (名占屋女子大学)
が発見される。 と ころが, 過日台湾を,' Kれた際に.fil
里のt票本商より,  ウパタマムシとは逆に, 小構板を
全く現さないサッマウバタマムシ C yunnana for-
mosma Y. KUROSAWA, 1974, 1 頭を入手したので記
録しておく。

1 , 台湾省台中県合望山, 19. v. 1982, 羅新l吉
採集。
小幅板は翅章自、会合部の下に存在するが, 小さく,
地章轤 われて背面からは認めることはできない。
サ ツ マ ウ ,、 タ マ ム シ C. :yun na na FAIRMAIRE,

1888は通常は小糖板を明Elfに現わす種類であるの
で, 本例はウパタマムシC. japomca GORYとは全く
逆の珍らしい例と云えるであろう。 なお,  ウバタマ
ムシの小幅板を有する異常型に命名されているので
本異常型に対して使iL上,  ab. in8cuteltar i8 HAT-
TORI, nov. と命名しておく。
なお, 種々御教示?易つた黒沢良彦t電上と資科の提
供を願った秋山黄洋氏に厚く御礼を申し上げる。

(横浜市中区, 服部宇春)
2 -
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オニツヤクワガタ属2 種などの飼育記録

1.   スマトラのケバネォニツヤクワガタなど
1979年一80年の2 年間,  インドネシア・ 北スマト
ラ州の タンで基した。 そこから西へ車で4 ~ 5 時
間行くと Langkat県下の中央山脈(Bukit Bar isan)
の緑にオランウータンのリハビリテイションセンタ
ーがある。イギリス人の」_ヒ虫学者だというDr・ Con-
rad AvELINGがオランダ人の動物学者である奥さん
のRosal indさんと一緒にWWFの援動で不法に1111
われたオランウータンを野性に戻す仕事をしてい
た。 ここは白然林の山間に Bohorok川が流れ昆虫
も多いが採集は禁止されている。 lK: 域外のBukit
Lawangという橋 (海抜200 m) では採集できる。
1979 年6 月24 日,  荒木潤氏とこの付へ採集に行き
木の中からfis角類の幼虫を沢山描まえた。  メタン
の家へ持ち帰ったが,  ここは気の効いた飼育用「1- な
どが手にはいる様な所ではない。 ,、 ジヤ (市場) へ

行 て物色して,  営,  口本でもよく使っていたアル
ミのごｼAf;f - しに限をつけたB  ここでも現地の人が
通に使っているもので組悪なものであるが安価で,
ド方'/3 くらいの所に小穴の沢山あいたPnがあり,
クワ力 タの飼育にはもってこいのものである。大き
さは色ﾘ・  るが径2 5  cm , 高さ 30 cmくらいのも
を, その場で水を入れてみて1係らないことを確めた
上で買求めた。制の下に水をたっふり入れ,  上に幼
のいた?'j木をくだいて固く誌めこんだ。本Tj木に水
分を-l一分l;-えることがクワ力' タf,清の要,請である。
この中に1111ってきたものを皆入れて益をしておく。
はじめに何111二いたか期J定しなかったが7 月8 日に堀
返し て調べてみ る と,  クワ力' タが10 ,  ハナムグ

リが5 , グロツー1' ムシのｼ而が いた。 7 月 10口

一一
a ,

t ,

和 、
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にクロツヤムシの一種 Macrolinus latij)ennisが羽
化したがすぐに死んでしまった。8 月9 口から13 口
にかけて美しいハナムグリが3 匹現れた。  9 月3 日
と10口にミッホシアカクワ力'タ P「oSOpOCOiluS 0C-
ci j成al ls の が1 匹ずつ羽化して出てきた。 その
後, 毎日一度は蓋をあけてみたが何も現れず, 何時
しか調べることもなくなって月日が経った。翌1980
年も終りに近い11 月21 日, 部屋の片隅に忘れさら
れていたこのご飯;1- しの中で力- タガタ大きな音がす
る。ハッとして益をとってみると驚いたことに大き
なクワガタが活濃に動きまわっている。  1 '手-5 ケ月
前に入れた小さな幼虫が成長したものにまちがいな
い。  これはケバネオニツヤ クワガタ 0dontolabis
dalmam の両歯型の であった。採集した時の大き
さはせいぜいドウ力' ネかサクラコガネの終令幼 く

らいのもので,  このクワ力 タでは2 令と思われる。
結局,  この種は卵から成虫まで2 年近くを要すると
いうことであろう。  ちなみに気温は室内で一年中
26 -30℃ く らいである。
馴れない熱帯の地ではクワ力 タムシなどはなかな
か見つからないものであるが幼虫は結構とれる。 中
央山脈の中にあるKaro ll:lの Tonkoh (標高1500
m) という所で1979 年5 月24 日に 木の中から採
集したものから同年6 月23 日にCardanus の一

種が出てきたことも付加えておく。
2.   紅頭lei (蘭 ) のオニツヤクワガタ

1982 年4 月24 口, 紅頭嶼の山中で 「j木の中から
大きなクワカ' タムシの幼虫を採集した。この島か
ら記録のある大形の クワ力' タはオニツヤク ヮ力' タ
0dontolabis sioaだけであるから多分この種であろ
うと思ったが, 念の為生かして持って帰って飼って
みることにした。 朽木は現地のものは持って帰れな
い。 幸い研究室の高塚敏裕 の家が椎茸裁培をして
いるのでホダ木の古いものを持ってきて1'iった。

9 月になって f し器の中の幼虫が活動しなくなつ

1.   羽化出現したスマトラのケバネオニツヤクワガタ ( 8 ) 2- 系Il期 l1-オニツヤク ワ力 タの l

- 3  -
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3.  t!Ia室中の9a

た様なので28 日に点検してみると, 朽木を固めて
大きな期室を作っていた。 注意して室の壁をけずり
とってみると中でもう期になっていた。鯨室の内径
は長さ 5.9cm, ll l 3.3cm, 高さ 3.6cmであった。
このIt雨は10月29 日に羽化した。まちがいなくォニ
ッヤクワガタ であった。 結局11商期は 31 口十αで
ある。 採集した幼111、は大きな終令幼虫であったので
幼虫期は推定できない。 成虫は研究室内で砂糖水で
飼ったが里年2 月28 llまで4 ケ月間生存した。
ところで, 紅頭 のオニツヤクワ力'タはCĤuJ0

(1940) がすでに記録しているし, 上記によってこ
の島に分布していることは間違いない事実である。
校原 (1972) は現地人の採集したものを入手したが,
はなはだ疑わしいとしてリストに入れなかった。
しかし疑う必要はなかったわけである。本誌前号
(No 62) で境野, 越智(1983) も本種を落している。

羽化したばかりの成A  (  ・

黒沢博士の によると科学博物館のコレクションの
中にも紅頭峡のオニツヤクワガタがあるとのことで
ある。終りに, 紅頭峡採集の機会を与えられた帝装
化成社長鈴木静生 と, オニツヤクワガタの飼育を

i日.当してくれた田形和i/、・ 高塚敏裕両着にお礼中し
上げる。

引  用  文 献
CHOJ0, M.,1940, Contr ibution to theColeOPte「an

fauna of Koto- sy o (Bote1-Tobago Is ) , Fo-
r m o s a . T r ans nat . His t. Soc. Formosa, 30
(196) : 8 - 13.

塚原 更, 1972, 鹿児島大学生物研究会台湾lf1虫採
集目録. 台湾遠征報告書〔甲虫編〕 : 1- 56.
境野広行・ 越智娜雄, 1983,  コウトウチビクワ力' タ
について. 甲虫ニュース, 62 : 1 - 2。

(東大医科研・ 帝装化成虫害研)

0アカアリッカエンマムシの宿主l離と生態断片
ァカアリヅカェンマムシHetaenus gratus LEWIS
は好難性甲虫として知られているが, 宿主1蟻につい
てはクロャマアリ  (長谷川・ 久保田, 1944 : 黒沢,
1976 : 田野口 ・ 小塩, 1979)  と ッノアカヤマア リ

(田野口・ 小塩, 1979) の記録のみである。
筆者はハヤシクロヤマアリとァカヤマアリの集中
より採集したので報告する。 難を同定していただい
た久保田政雄氏にIllく 御礼申しあげる。
1. ハャ シクロヤマアリ Formica sp.

2頭, 神素川県西f、l沢 西沢, 3. v. 1983.
1頭, ″ 補根 宮の下, 9. v. 1983.

2 . アカヤマアリ Formica sangmnea SATREILLE
1頭, 長野県 '木平, 22. v. 1983.
本種はいずれも, 石下に営巣しているものの中か
ら得た。 西丹沢の例では沢に沿った荒地状の開らけ
た所で, 石を起こすとハヤシクロヤマアリが営巣し
ており, その中に難が死んでバラ・、 ラになっていた
ところに赤いェンマムシを発見した。それが,  アカ
ァリヅカェンマムシであった。  他の例もほぼ同様
で, 難の死 のそばから得たので,  アリを食してい
たのではないかと想像する。 採集時期については黒
沢 (1976) が述べている通り,  4 月下句から5 月中

旬 (寒冷地の場合は遅くなる) が最適のようで, そ
れは石下に営集する時期と一致し, それ以降は難が
地中に降下するため, 採集が困難となる。
なお, 分布については原記載の産地が下諏訪~和
田峠であり, 会津若松 (黒沢), 横浜 (長谷川・ 久保
田), 小田原 (平野), 富士山 (田野口・ 小塩), 福智
山 (高倉) 等であり, 本州, 九州ということになる
が, かなり広範囲に分布しているものと思われる。

( 神奈川県小田原市, 平野幸彦)
0ヒサゴホソカタムシの記録
ヒサゴホソカタムシ GI:yPhocryPtus b「et'icol liS

SHARP, 1885 の分布記録は, 佐々 治克之博士の l 日
本産甲 日録 No. 13 ホソカタムシ科」 (1977) によ
れば, 九州, 対馬, 三宅島であり, 他に筆者の知る
限りでは岡山県南部, 長崎県五島列島中通島がある
が, いずれにしても記録の少ない種類である。
筆者は下記の通り東京都と神空川県で本種を得て
いるので記録しておきたい。

1 頭, 東京都町田市図師, 24. vi. 1980, ヒトクチ
タケより採集した;  2 頭, 神素川県津久井部城山町
風間, 8. viii. 1983, 共にコナラの結枝をビーティン
グし 得た。.- 最後に一 部同定をお願いした平野幸彦
氏にお礼申し上げる。 ( 神素川県川崎市, 沢田和宏)
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C0LEOPTERISTS'  NEWS

台湾から採集されたクシヒゲハネカクシについて

口本産クシヒケ'ハネカクシ属 (ハネカクシ科,  ハ
ネカクシ _科, Quediini族) を調べている最中に,
台湾から採集されたクシヒケ' ハー:;f、カクシを検するこ
とができたので報告したい。

Vle11eias pectinatus SHARP, クシヒケ'ハネカクシ,
1 , 台湾南投県南山溪, 6. v. 1977, 新里達也採集
本種はスズメバチの巣に入り, その幼虫, i南を食
することで有名なハネカクシであるが,  これまで台
if'より記録のないものである。 本個体は上翅 (緑を
含めて) が非常に黒く, 光沢があまりないことによ
り日本産の個体と異なった感じがして最初は新種だ
と考えていたが, 雄交尾器を検したところクシヒケ
ハネカクシであることがわかった。
雄の第8 順板 (図,  A) は先端半分に15~16 対の
剛毛を有し, 前緑中央に い切れ込みがある。 雄の

No 63 (Feb. 1984)

第9 腹節腹板 (図, B) は先端に9, 10本の開ll t-が
ある。基部は右に曲がり, 非相称である。雄交尾器

(図, C - E) はよく硬化して, 比較的細長く , ほ
ぼ左右相称である。中央片 (Median lobe) の基片
(basal piece) は比較的小さい。  中央片の先端片
(apical lobe)  の腹面先端部は側方から見ると強く
えぐれる。側片 (paramere) は先端片の長さとほぼ
等しい。 側片先端前緩に平行して走る長い4 本の剛
毛があり, 先端両側に2 対の比較的短い剛毛及び1
対の感覚小実起列がある。その1 列は15~17 個の円
形小実起からなる。
文末になるが本種の採集者である新里達也氏に厚
くお礼中し上げる。

( 九大農昆虫, 直海俊一郎)

クシヒゲハネカクシ A: 第8 H更節 板(離) ; B: 第9 ?更飾順板(t整) ; C : ?t?尾器側片( トー面) ; D: tf交尾器
(腹面) ; E: 雄交尾器(側面).

E

0ゴモクムシの和名
aar s s t'm'c“s s im'cas HOPE と a m tgafa ms

ScHAuBERGERは共に各地で普通にみられるゴモクム
シである。 これらのゴモクムシを同定する際には,
Fauna Japonica, Harpal ini (1973) や原色i i虫大
図鑑II (北隆館) などの文献が参照される事が多い様
である。 ところがこれらの文献の中で 「キァシクロ
ゴモクムシ」 という和名;0,前記の両種にそれぞれ用
いられている。 そのため和名だけ用いて起こる混乱
を選けるためにもここで整理しておきたいと思う。

a ar s s加'c gs  s im' c“s  HOP
Fauna Japonica : キァシクロゴモクムシ
原色比虫大図鑑 : ウスアカゴモクムシ

H. migatam‘S SCHAUBERGER
Fauna Japonica : クロコ'モクムシ

原色i i虫大図鑑 : キァシクロゴモクムシ
以上の様に共通のキァシクロコ'モクムシという和
名を消し, a s加c gs  sim'ca sに対してゥスアカゴ
モクムシを, H m lgatanus に対 してはクロゴモク
ムシを用いるのがよいと思う。

(東京都港区, 森田誠司)
0アサヒナルリナガタマムシの記録
アサヒナルリナ力' ター ム シ (Ag n'fas asa 加a l

j)useudorotundico11is Y. KUROSAWA) はJ、'都, 送賀,
岐阜の各県より,  ごくわずかの採集例が報告されて
いるにすぎない。最近, 藤・秀生氏より頂いたタマ
ムシの中に種井県産の本種を見い出したので記録し
ておくと共に同氏に厚く御札中し上げる。
1 , 福井県救賀半島馬背由ト:, 18. v. 1982, 藤秀
生採集。 (兵 県西宮市, 違山雅夫)

-  5  -
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0福島県基城市江田周辺のノウムシ類
( ソウムシ類分布資料 l)
j t国におけるゾウムシ類の採集記録は jtl常に少な
い。  したがって我国のゾウムシ相の解明のために
は, 断片的ではあっても分布資料の品積が望まれる。
そこで筆者は分布状態把ih1の一助として,  今後断片
的ではあるが各地のゾウムシの採集標本を種名の判
明したものについて記録してゆきたいと考える。
なおこのシリーズの報告にあたり,  ソ' ウムシ類の
同定や分布等で御教示下さっている森本 tli博士に
感謝の意を表する次第である。
福島県努城市江田は,  力ミキリムシの好採集地と
して知られており,  筆者は1980年7 月23 日と24
日にソ' ウムシ類の採集調査を試みたので,  ここにそ
の結果を報告する。

ォトシブミ科 Attelabidae
1. ゴマダラオトシブミ Paroplat1oderus j)ardalis

VOLLENHOVEN, 1 頭.
2.  ヒメクロオトシブミ APoderus or::yth「ogaSte「

VOLLENHOVEN, 15 頭.
3.  ナラルリオトシプミ EuoPs Phaedoma SHARP,

1 1 .

4. 力シルリオ ト シブ ミ Euops sf)1endida VOSS,
3 頭.

5.  ルイスアシナ力'オトシプミ Henic0labus leulisii
SHARP,  1 頭.

6.  ルリホ ソチ j ツキリ Eugnamj ltus amu「enSiS
FAUST, 1 頭.

7.  ルリイクビチョッキ ) Deporaus mannerheimi
HUMEL, 1 頭.
ヒケ'ナカ- ソ' ウムシ科 Anthribidae

8. アカアシヒケ'ナガソ' ウムシ Araece「as ta「SahS
SHARP, 2頭.

9.  マダラヒケ'ナガソ'ウムシ pa「ameSuS teSSe11a-
tus BoHEMAN, 2頭.

10. ウスモ ンツツヒケ'ナカ' ソ' ウムシ OZOtOm S

ja omC gS  SHARP 1 頭.
11.  シロヒケ'ナガゾウムシ p latystOmuS Se11atuS

ROELOFS, 1 .

12. シリジロヒケ'ナガソ'、? ムシ And「oCe「as flat'el-
h'corm's (SHARP), 3 2 .

13.  キマダラヒケ'ナガソ'ウムシ TroPide「oS n a e -

t'uluS FAUST, 1 頭.
14. ェグリヒケ'ナ力' ソ' ウムシGibber incisus (SHARP)

1 頭 .
ゾウムシ科, Curcul ionidae

15.  力ナムグラサルゾウムシ CeutorhynchuS Sha-
ou,uensis Voss,  10頭.

16.  ッヤ ヶシヒ メゾゥムシ Didothis melancholica
RoELOFS, 2頭.

17. Ps ilart hr us sp 25頭.
18. ノコギリクモゾウムシMecopomor1)bus9「iSeuS

HUSTACHE, 1 頭.
19.  ハコベタコソ'ウムシ Hyj)era mmgolica MOT-
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SCHULSKY, 1 頭.
20.  力シワクチブ ト ゾウムシ My110cerus g「iSeuS

RoELoFs, 3頭.
21.  チビヒョゥタンゾウムシ M:yosides senehispi-

du s RoELoF, 8頭.
22.  ケナガスグリ ゾ,クムシ Ca11i rhofialus setosus

RoELOFE, 3頭.
23.  ホホジロアシナガゾウムシ Moo:ys1obus er r o

pASCOE, 1 頭.
24.  イチゴハナ ソ' ウムシ A n t hon omu s bisigni fer

SCHENKLING, 1 頭.
25. マダラ カ クシソ'ウムシ Mec is tocer as m'tPo-

nicus (KONo),  2頭.
26. Syrotelus sp.,  4頭.
27. Rhdinomerus sp., 1 頭.
28. ナガカッオゾウムシ Li;m‘sdepressi◆pennis RoE-

LOFS, 3頭.
29.  ウスモンカレキゾウムシ Aci cnemis lx111iata

pASCOE, 1 頭.
30.  マツキポシソ' ウムシ Pissodes mtidus RoELoFs,

1 頭.
31.  ホソアナアキゾウムシ Hly1obius e1ongatus

ROELOFS, 1 頭.
32. ツ ツソ' ウム シ Ca rc if ia fo m'st n'ata HELLER,

3 頭.
33.  フタキポシゾウムシ LePyrus jaf)omcus RoE-

LOFS, 2頭 .
(和歌山lL'有田部, 的場 )

0北海適 多布のミズギワゴミムシ ( ミズギワゴミ
ムシ分布資料 4)
筆者は1982 年更, .,lヒ海道東部の務多布~ 琵琶

、i無iの海岸でゴミムシ類の採集を行なった。 主に砂浜
に打ち上げられた海l・染や流本の下などから得られた
ミズギワゴミムシ類を分布資料として報告する。
北海道 多布~琵 細, 19. vi ii . 1982, 筆者採集。

1. ダカチ ビカワコ' ミムシ Asap加'dion se m if “-
c i du m (MoTscHULsKY) 17頭。

2. 力ギモ ンミ ズギ ヮゴミムシ Bembidion (Perv-
1)bus) caj)t iυorum NEToLITzKY 7頭。

3. オオズミズキ' ワコ' ミムシa (Z imMeop y s)
quadri impressum (MoTscHULsKY) 230頭。

4. アオヘリ ミス'ギリ ゴ ミムシ B (Ch1orodium)
1eucolenum BATES 2 頭。

本種は原色it ii大図鑑II (北降_館) によると本州及
0リし州に分布するというが, 既に北海道 (1?上,1955)
と四国 (河野, 1968) からも記録されている。

(東京都港区, 森田誠司)

次号は細集中で4 月にはお属けできる見込

して年内には予定通り 4 号分を発行したい

すので, 横極的なご投稿をお願い致します

と存じま1
- 6
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日本初記録の Phl;matode8属の力ミ キリムシ

Phymatodes (Phymatoderes) l lυidus (RossI)
は, 北アフリカからヨーロッパにかけて分布してい
るとされていた種であるが, 筆者は山製県甲府市産
の本種と思われる標本を検したので報告する。

1 , 山梨県甲府市武田 (300 m), 16. v. 1982,
池田一穂採集, 筆者保管。
この個体は, 甲府の市街地にある山梨大学の官含
の庭で, 午後4 時頃に飛翔中を捕えたもので, 筆者
も生きて動いているのを確認している。 この官舎の
庭から 10 m も離れていない所に八幅神社の森があ
り, 市街地としては比較的よく 自然が残されてい
る。筆者は, 本種を採集後この神社の森で一週間条
り, 午後4 時前後に1 ~ 2 時間の採集を試みたが,

_ 一 一 -

Pity'na1oc1es 1tMdl‘s ( ROSSi )
1. ll11l f市産. 2. アルジェリア産

0タイナンパラスタシァコガネの生態について
Parastasia属のコガネムシは比較的採集が難し
く, その多くは1tJ木中より採集されることが多い。
そのため Parastasia属の生態に関してはほとんど
末知であり, 報告も見られない。

11:者は今年の , 台i;l'iにおいてタイナン,、 ラスタ
シアコガネ Parastasia canal iculata WESTWOOD を
採集する機会に意まれたが, その際に興味深い生態
を観察したのでここに報告する。
北港溪の川原において, 砂州の上に描てられたナ
シの実 (観光客の食べ残しと思われる) の中に,  タ
イナンパラスタシアコ力'ネの成虫2 1 が港り
込み食していた。 このナシの実は発酵しており,  シ
ョウジョウバェが多数集まっていたもので,  タイナ
ン パ ラ ス タ シア コ力' -::f、3 頭のうち 2 頭は完全にナシ
の実の中に港-) ている状態であ-) た。 なお, 本年は
候・f、順のため近くの ,'- シ畑では実がなっておら
ず,  例年ナシの実に集まるタイワンシロテンハナム
グリ Protaetia inquinata ARROW等の発生数も少
なかったことを付記する。

No 63 (Feb. 1984)

採れたのはチャイロホソヒラタカミキリばかりで,
本種の追加採集はできなかった。 なお, 外国産木材
等の貯木場は近くには全くない。
本種はチャイロホソヒラタカミキリと同じように
さやばねの色に茶色のものと青色のものとがあり,
今回採集されたものは育色のものであった。 手元に
あるアルジェリア産の標本と比べても, 外見上は有
意の差異を見出し得なかった。本極は一見チャイロ
ホソヒラタカミキリの小型個体に似ているが, 次の
諾点で容易に区別できるので,  まぎらわしい標本を
おもちの方は注意して頂きたい。
触角は太い。前開節第1 節は第2 節よりはるかに
長く, 野i節第1 節の長さ≒第2 節十第3 節。

- - - - - - - - - Phymatodes testaceus
触角は細い。前開節第1 節は第2 節よりわずかに
長く , 船節第1 節の長さ x1 5≒第2 節十第3 節。

P. llυi dus
VILLIERS (1978) は, 本種を含むぃくっかの種を

Ph;ymatoderes属 (type, P. ;pusi11e) として独立させ
ているが, 通常はPhymatoderesはPh:ymatodesの
亜属として取扱われているようである (ex. HARDE,
1966)。  今回の記録は,  本亜属の日本からの最初の
記録ともなる。末筆ながら, 本種を採集され,  貴重
な標本を想与された池田一 穂氏 に感謝の意を表した
し、o

参考 文献
HARDE, K. W., 1966, Die Klifer Mitteleuropas,

9 : 60 - 61. GoEcKE & EvERs, Krefeld.
VILLIERS, A., A., 1978, Faune des Coleopteres

de Fr ance I : 356 - 357. EdMons Lecheoalier,
P a r is. (Il l製大数育, 池田清彦)

来 ながら, 種々ご教,J、-いただいたイ」-田正明先生
に深く iS謝する。 (神索川県海老名市, 和田 動

0海外からのェンマムシ移入例
交通機関やIt物によ り海外から昆虫が移入した例
は多く知られているが, それらは害虫であるために
報告される場合が多く, 捕食性の」l:,虫の記録は少な
いようである。 筆者の手元に輪入木材に付着してい
た下記のェンー ムシがあるので紹介しておく。なお,
同定は久松定成i t にお世話になった。

C:ytister ob1ongus (FABRIclUs, 1792)
1981 年7 月7 日にソビエト速邦ナホト力港から
新潟県上越市の直江津港に輪入された木材 (Larch
wood) に付着していた1 個体である。本極はヨー
ロッパからシベリアにかけ広く分布する 類である

が,  日本には分布しない。
際本は元横浜植物防疲所直江lt. 出張所の佐藤 勉

技官の採集である。 標本を慮 'j-され発表をlib るされ
た同氏と吉岡建一郎所長, 同定をお願いした久松定
成氏に厚くお礼中し上げる。 (小樽市, 補井善久)
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0ミナミカワクロモリヒラタゴミムシの分布記録と
雄について
ミナ ミ カワクロモリ ヒ ラ タ コ' ミ ム シ Agom‘m

(Nlipj)onago,mm) nunamikau,ai HABU, 1959* は,
静岡県安倍峠産の3 頭の雌に基づいて記載され, そ
の後, 山製県二ill f小屋産の1 雌が追加記録されたが,
(HABU, 1978**) , 雄は未知のままになっている。 筆
者の手元には, 本極の雄を含む数頭の標本があるの
で, 分布資料として報告し, あわせて雄の交尾器を
図示しておく。

1 , 山製県北一大i筆沢, 24. vii i975, 筆者採
集;  1 , 山製県北一広河原, 10. vi i i977, 筆者
採集;  1 , 山製県塩山市日川溪谷, 28. vi. 1981,
池田清彦採集;  1 , 1 ,

東京都奥多摩町小川谷, 31. 1
v . 1983, 筆者採集。
本種は, 紀伊半島などに
多いコモリヒラタコ' ミムシ
A. (N ) am jlhinomus (BA-
TES) に似ているが, 前胸背
の後角が角ばり, 章宵に金
属光沢がある。 後者の後角
は丸く , 地革 ﾜは弱い虹状光
沢のある.'ll 色で識別は容易
である。 雄交尾器陰基は,
後者 (図 2. a) のように鐵
く - 曲しない(図1. a)。先
端J,Lと側片の形は似てい
る。
北'11産の2 は,  ビー
ティングにより得られた多
数のムラサキモリヒラタコ'

第 63 号 (1984年2 JJ )

ミムシ, ベン ト ンモリ ヒラ タ ゴ ミムシに混つてぃた

もので, 体長9.5 と 10 mm, 体幅 3.7 と 4mm。奥
多摩産は溪l事林の石下より雌雄同時に得たもので
の体長 8. 3 mm, 体幅 3.4 mmで, やや小型の個体
であった。 いづれの産地でも個体数は少ないようで
ある。
末尾ながら tt重な標本を恵与くださった山製大学
の池田清彦博士, ならびに, 比較にもちいた三重県
産のコモリヒラタゴミムシを恵与くださった農林水
産省野菜試験場の西田友1氏に厚くお礼中しあげる。

*HABU, A., 1959. Kont yu, 27 : 221 - 223。
* * -

, 1978. Fauna Japonica. Carabidae ; Pla-
tynini : 152. (千葉県船橋市, 笠原須磨生)

2 、、、 b

図 1. ミナミカワクロモリ ヒラター」' ミムシ ,i gonM'n ,用'lαmi ial - HABU 〔111 県北
1[I i産〕 : 図 2. コモリヒラ タゴミムシ A. ?1mP加',to”ms (BATES) 〔三重県高

見山地産〕 a. 交尾器除装左側面 ; b. 先端片」_面 ; c. 右側t - ; d. 左側11'。

0神察川県大磯町で トガリホソア トキリゴミムシを採
集
ト力' リホ ソア トキリ コ ミムシ P ifon'z“s optim s

(BATES) は, 長崎が原産地で採集例は少なく , 関東
地方では千・葉県151総平 島南端の洲崎に記録 (奥村 ・
河合, 1974) があるのみと思われる, 今回採集した
個体は 成熟であったが, 畑のへりの林の注で下学
をビーティングして得たものである。
1 , 神素川1以・大磯町国府本郷, 5. v. 1983, 和泉
救夫採集。
文末ながら, 同定の労をとられ発表を勧めて下さ

1
- - 、 - _ 、 _ . _ ,   ' 一 、 . - -

1   昆虫の器具は「志資昆虫」へ 1
l」本ではじめてできた有頭.fl虫針! !

1   1,2, 3,4,5_号一 (各号100本180円) :
1 なお, 有頭針00,0り-もできました。ての他, 採集,
1 標本整理用各 器具も取描えてあります。
〒 150 東京都渋谷区渋谷1 「 l l 7 - 6

1 '11 話 (03) 409 - 6401 (ムシは一ばん) 1

1   振 替 東京 21129
志賀昆虫普及社

-  8

った't :原 l磨生氏に心よ りお礼中し上げる。
( 東京都大田区, 和泉敦夫)

甲虫談話会
会ft ( - -ケ年) 2000円, 次 ,・は2 11 29 l_1発行予定。

投稿 切は1 月 I l l
発行人 .f系11良彦
発行所 111.11!表,13-会 東京都台東区上野公園

l f.l 立科学博物館動物研究部内
電話 (364) 2311, 振替東京 0-60664

1 - 、

、、 、一 ,
o

-

l
・   タッ、の昆虫採集器具 ,

ドイツ型標本前 木製大 ￥ 5,000, 相合板製 :
・ インロー型標本相中 ￥1,700, 送料一高l lこつさ都1
、内及第一地者;: : 3 個以下￥1,300,  4 個以上￥8501

(以F同様), 第2 地・l:￥1,500, ￥950, 第3 地者名:1
￥1,700, ￥1, 050, l l他, 各種器11;, i、などを製作

1 販ツtしてます。カタログを御請求下さい。( ￥60) 1
タ ツ ミ   製 作 所 1

〒 113 東京都文京区湯島 2-212-25
l電 ,ill  (03)811 -4547, 振替6- 113479 1

- - _ - . , 1 - . -  _ - _ 1 - _ - . - - _
.   .   一一 l


